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会  議  録 

                           平成 29 年６月９日作成 

審議会等名 平成 29 年度 第１回 社会教育委員会議及び公民館運営審議会 

公開の別 全 部 公 開 

開催日時 平成 29 年５月 30 日（火） 午後７時から９時まで 

開催場所 三条市中央公民館 音楽視聴覚室 
傍 聴 者      な し 

報道機関      な し 

出席者氏名 

委員 

（14 人） 

 

 

小林 斉子委員（議長） 丸山 正夫委員（副議長） 

三原 康二委員     村田 洋子委員   倉品  章委員      

阿久津文雄委員     鈴木千佳子委員   土屋 文舟委員      

高橋  清委員     坂井 涼子委員   橘 孫三郎委員 

木村冨美夫委員     本田 寿之委員   三枝  進委員 

職員 

（10 人） 

金子生涯学習課長兼中央公民館長       

齋藤生涯学習課長補佐兼中央公民館長補佐兼嵐南公民館長兼三条東公

民館長兼栄公民館長兼下田公民館長 

二宮井栗公民館長  内山本成寺公民館長  山田大崎公民館長 

田中大島公民館長  阿部生涯学習推進係長 比嘉一般任用主事 

北浦図書館長兼歴史民俗産業資料館長  嘉代諸橋轍次記念館長  

協 議 事 項 議長及び副議長の選出について 

議   題 

(１)平成 29 年度生涯学習関連事業等の概要について 

(２)委員の推薦について 

  ア 中越地区社会教育委員連絡協議会代議員の推薦について 

  イ 図書館協議会委員の推薦について 

  ウ 青少年育成センター運営委員の推薦について 

(３)平成 29 年度社会教育委員及び公民館運営審議会委員の研修について 

(４)その他 

会 議 内 容 

  

別紙のとおり 
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阿部係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

阿部係長 

 

 

 

 

 

阿部係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林議長 

 

阿部係長 

 

小林議長 

 

皆さま大変お疲れ様です。お忙しい中、お集まりいただきありが

とうございます。 

会議に先立ちまして、本日、委員の皆さまのお手元に委嘱状をお

渡しさせていただいております。任期は本年５月１日から平成 31

年４月 30 日までの２年間となっておりますので、よろしくお願い

します。 

三条市社会教育委員会議運営規則及び公民館運営審議会規則で

は、会議は議長が務めることになっておりますが、現時点では議長、

副議長が不在となっておりますので、議長が選出されるまでの間、

事務局で司会進行をさせていただきます。 

これより平成 29 年度第１回社会教育委員会議及び公民館運営審

議会を開会したいと思います。 

 

始めに、金子生涯学習課長が御挨拶を申し上げます。 

  

＜金子課長挨拶＞ 

 

それでは「２自己紹介」をお願いします。 

丸山委員から座席順に自己紹介をお願いします。 

 

＜委員自己紹介＞ 

＜職員自己紹介＞ 

 

続きまして、「３協議事項 議長、副議長の選出について」に移

らせていただきます。まず議長の選出をお願いしたいと思います

が、議長の選出は委員の互選により行うことと規定されております

が適任の方がいらっしゃいましたら御推薦をお願いします。 

 

＜小林斉子委員が適任という声あり＞ 

＜一同「異議なし」で了承＞ 

＜小林委員、議長席に移動＞ 

 

それでは、就任の御挨拶をお願いしたいと思います。 

 

＜議長就任の挨拶＞ 

 

これ以降の議事につきましては、小林議長からお願いします。 

 

それでは、副議長の選出についてですが、適任の方がいらっしゃ

いましたら御推薦をお願いします。 
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小林議長 

 

 

 

 

 

丸山副議長 

 

小林議長 

 

 

阿部係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

齋藤課長補佐 

 

二宮館長 

 

内山館長 

 

＜丸山正夫委員が適任という声あり＞ 

＜一同「異議なし」で了承＞ 

 

御異議無いようでありますので、丸山委員さんから副議長をお願

いしたいと思います。 

丸山委員におかれましては副議長席に御移動いただきたいと思

います。 

それでは、副議長就任の御挨拶をお願いします。 

 

＜副議長就任の挨拶＞ 

 

それでは、議題に沿って進行します。 

まずは、事務局から配布資料の確認をお願いします。 

 

＜配布資料の確認＞ 

① 次第 

② 資料№１ 平成 29 年度三条市の生涯学習 

③ 資料№２ 平成 29 年度社会教育委員研修日程 

④ 委員名簿 

⑤ 座席表 

⑥ 参考配布 平成 29 年度家庭教育事業計画 

⑦ 平成 29 年度社会教育委員会費納入について 

⑧ 第 68 回新潟県公民館大会参加について 

⑨ 新潟県公民館大会の御案内 

 

それでは、議事に入ります。 

 

議題（１）平成 29 年度生涯学習関連事業の概要について、事務

局から説明をお願いします。 

なお、説明が多岐に渡り、長時間となりますので、最初は生涯学

習課と公民館の説明を受けた後に質疑応答を受け付けます。 

 

＜平成 29 年度生涯学習課事業概要説明＞ 

 

＜平成 29 年度中央・嵐南・三条東・栄・下田公民館概要説明＞ 

 

 ＜平成 29 年度井栗公民館概要説明＞ 

 

 ＜平成 29 年度本成寺公民館概要説明＞ 
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山田館長 

 

田中館長 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

 

 

 

 

村田委員 

 

 

 

 

金子課長 

 

 

 

村田委員 

 

 

小林議長 

 

 

 

齋藤課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜平成 29 年度大崎公民館概要説明＞ 

 

 ＜平成 29 年度大島公民館概要説明＞ 

 

ありがとうございました。御意見・御質問等がございましたらお

願いします。 

 第２次三条市生涯学習推進計画については皆さんお持ちでしょ

うか。そちらを御覧いただかないと四つの視点について御理解いた

だけないと思います。 

 

 今回お配りした「平成 29 年度三条市の生涯学習」の 58 ページに

第２次三条市生涯学習推進計画の体系図があります。概略だけです

けれども四つの視点についても掲載しておりますので御覧いただ

ければと思います。新しい委員へは、お帰りの際に第２次三条市生

涯学習推進計画の冊子をお配りいたします。 

 

 各公民館が事業に取り組む姿勢に大変感激しました。頑張ってい

ただきたいと思います。今年度、あるいは過去に市の他部局との連

携の部分で取り組んでこられた事業があると思いますのでお聞か

せください。 

 

 まず始めに、環境づくりの取組を環境課所管のかんきょう庵と一

緒に事業を行ったことがございます。また高齢者事業に関しまして

は高齢介護課と連携を図りながら行っております。 

 

 男の料理教室のような事業で、市の健康づくり課食育推進室など

関係がありそうな部署とは連携されたりしていないのでしょうか。 

 

 今の御質問は、例えば料理教室等で食育推進室には栄養士さんも

いらっしゃると思いますので、そうした市の各部局のお力をお借り

になって事業を行っているかという御質問です。 

 

 資料 No.１の 20 ページを御覧ください。市の他部局との連携とい

うことで１つ御紹介させていただきたいと思います。三条東公民館

の（５）のすそ野づくり「サマー☆フェスタ」です。実は、この事

業自体は３年目ということで新規ではございません。ただ、今まで

三条東公民館単独でワークショップ等を開催していたのですが、今

年度は、東地区に新たに出来た建設課所管の「ポプラ公園」、また

毎年小学生を対象にしたイベントを行っている教育委員会所管の
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齋藤課長補佐 

 

 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

倉品委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

 

地域交流施設「わにな～れ」、また東地区自治会長協議会でもポプ

ラ公園を使って色々なイベントを行います。今までは、それぞれで

開催していた事業ですが、今年度は市の部局、さらには市の枠を超

えて地域と一体になってイベントを開催する検討を始めたところ

です。部局を超えた市民との連携が始まったところでございます。 

 

市民部（市長部局）に入ったということは、そうした市や市民と

の連携を期待されていて、少なからず皆さんがお応えしていく部分

が見え始めてきたというふうに思いますので引き続きよろしくお

願いします。 

他にございませんか。 

 

 広報についてですが、現在は広報さんじょうと一緒に各地区の公

民館だよりが配られている、あるいは市のホームページから閲覧で

きる訳ですが、その辺りでもう少し工夫が出来ないかと感じていま

した。今回配布された資料の中にきっかけの１歩の冊子があり、各

公民館の全てのきっかけの1歩事業がまとめられていて大変素晴ら

しいと思いました。他の事業に関してもこうした全公民館の事業が

まとまった冊子を作って広めていくことはできないでしょうか。 

 また参加対象者も原則はその地区にお住まいの住民が対象で、地

区外の住民は定員に満たなければ参加可能という講座がいくつか

ありますが、その辺りは地域に限定せず柔軟に多くの市民に受講機

会を作っていただければと思います。 

 

 全市民を対象にしているきっかけの１歩事業等は広報さんじょ

う等で広く市民にお知らせし、全市的に参加を募集しております。

ただそれ以外の各地区公民館事業に関しては、やはり地区住民のた

めの事業ということで企画しておりますので地区住民を優先に募

集をしているところでございます。地区限定で開催している事業に

関して地区外の市民を受け入れるといった参加対象を広げること

は運営面でやれるかどうかの不安もありますので今後の検討が必

要かと思います。 

 

 中央公民館事業の取組で有償ボランティアについて触れていま

す。きっかけの１歩事業で 94 人がボランティアの登録をしたと別

の資料で拝見し、これはきっかけの１歩事業が１つ発展してボラン

ティア登録というステップまで達したのだというふうに感じまし

たが、ここにきて有償ボランティアという話が出てきました。  

ボランティアスタンプが今年度をもって終了し、有償のボランテ

ィアに移行する訳ですが、この登録していただいた 94 人の全てが
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小林議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

本田委員 

 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

 

 

 

三枝委員 

 

有償ボランティアに移行していくと考えたとき、これまで公民館あ

るいは生涯学習に対してボランティアのお気持ちで活動されてい

た方々がいきなり有償ボランティアの中に組み込まれることに抵

抗は無いのでしょうか。 

また、市として公民館あるいは生涯学習へのボランティアのお気

持ちで活動されている方々が、そのまま有償ボランティアになりう

るという御判断なのでしょうか。 

もう１つ、その方々のお気持ちの部分ついてはどのようにお考え

でしょうか。 

 

 その辺りについては登録いただいたボランティアの皆さんには

まだ確認はしていませんが、御意向を伺った上でボランティア登録

をお願いしていきたいと思います。 

 

三条市として有償ボランティアとしての位置付けを持ったとい

うことは事実ですから、公民館であってもそれ以外の事業であって

も、この有償ボランティアという制度はこれから根付いていくのだ

と思います。きっかけの 1歩などから発展して社会参画されて、自

分の生きがいや仲間づくりを形成し、ボランティアになられた方々

に対して、有償ボランティアに移行することを生涯学習の視点から

きちんとした説明が必要だと私は思います。生涯学習課長さんのほ

うで整理をされて説明をしていただきたいと思いますのでよろし

くお願いします。 

 

分かりました。 

 

各団体との連携は素晴らしいと思いました。学校も学園という単

位でまとまり、今後コミュニティスクールという形態が増えていき

ます。その中で、学校区と公民館区の区割りが一致していないとこ

ろも出てくると思いますがそれを踏まえた上で、関係団体との連携

だけでなく学校区との連携を考えた公民館事業があってもいいの

ではないかと思いました。 

 

ありがとうございます。おおむね各中学校区に公民館が配置され

ておりますので今後、子どもたちにどのように公民館を利用しても

らえばいいかというところを検討し、事業の中に取り込んでいけれ

ばと考えています。 

 

先ほど倉品委員からも意見があったように、地区公民館事業の募

集で地区の住民が対象なのですが、魅力的な事業であれば地区外の
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三枝委員 

 

 

 

 

 

小林議長 

 

内山館長 

 

 

 

山田館長 

 

 

 

 

 

土屋委員 

 

 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

 

 

 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

住民も参加したいと思うことがあります。地域住民が集まらなくて

他の地域の方の参加が可能になった際は、その時点で例えば、以前

問い合わせのあった地区外の住民へ連絡をするようになればいい

と思っているのですが、現在はどのような対応をされているのかお

聞かせください。 

 

これは地区公民館長さんからお答えいただけますか。 

 

当館事業でお寺体験がありますが、参加者はほとんど地区外の方

です。定員に満たない場合はお声掛けさせていただいていると思い

ます。 

 

 全部の事業について把握はしていないのですが、ある講座に関し

ては１週間は地域住民を優先的に受け付けていますが、過ぎれば地

区外からも受け付けるというやり方をしているものもあります。 

 地区外の住民から連絡があった場合でも対応できるように検討

していきたいと思います。 

 

 大崎公民館は今年度から職員が１人減りましたが、今年度の事業

計画を見ると昨年と変わらないくらいたくさんの事業が計画され

ています。職員 1人減による事業への影響は無いのでしょうか。ま

た今後、事業縮小ということはないのでしょうか。縮小が無いとす

れば職員に過剰な負担が掛ってしまっているということは無いの

でしょうか。また大きなイベントなどで人手が足りないときは他の

公民館からの応援といった協力体制はあるのでしょうか。 

 

 昨年度までは、保内分館に午前中は勤務し、午後から大崎公民館

に従事する職員がおり、３人の体制でしたが、平成 29 年度の組織

体制の見直しで１人減となり、その体制が出来なくなりました。そ

のため、保内分館に午前中だけの臨時職員を採用し、受付・施設管

理等を行っています。事業としては３人のときよりも少なくなって

います。事業に対してサポートが必要な場合は、中央公民館も含め

て応援体制を取ってまいりたいと思います。 

 

１つだけ確認の意味を込めて、資料 No.１の 58 ページにある第２

次三条市生涯学習推進計画を改めて見ていただきたいのですが、各

公民館の事業を見ますと事業ありきなのか、この四つの視点を想定

して事業を落とし込んだのかどうもその辺りが各公民館によって

概念が異なっているように思います。まず事業を考えて無理やり押

し込めたのか、打合わせをしたのか分かりませんが無理があるよう
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小林議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子課長 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

 

北浦館長 

 

嘉代館長 

 

小林議長 

 

 

村田委員 

 

北浦館長 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

に思えてどうしてもそこから抜け出せない一面が見え隠れします。 

主要施策には相当の幅がありますのでわざわざこの主要施策に

はめ込まず、もっと自由に闊達に、事業計画に取り組まれた方が楽

だと思うのです。もちろん、この四つの視点というのは大事ですが

これにはめ込むもうとする結果、同じ料理教室でもすそ野づくりに

あったり、自分づくりにあったりしているように思います。そして、

それはそれぞれの公民館の概念なのかもしれませんが、きちんと精

査した上で、主要施策に当てはめることが大事だと思いますので御

一考いただければと思います。 

 

事業を組んでいく中で、また各地区公民館とも連携して精査して

いきたいと思います。 

 

ありがとうございました。 

平成 29 年度子育て支援課の家庭教育事業計画及び三条市青少年

育成センター運営計画については、時間の都合もありますので参考

資料として配布をしておりますので御一読ください。 

それでは図書館、歴史民俗産業資料館及び諸橋轍次記念館の順で

説明をお願いします。 

 

＜平成 29 年度図書館・歴史民俗産業資料館概要説明＞ 

 

＜平成 29 年度諸橋轍次記念館概要説明＞ 

 

ただいま、平成 29 年度の事業概要について説明していただきま

したが、何か御質問はありませんか。 

 

 現在、雑誌オーナーは何社でしょうか。 

 

 ４社です。宣伝に努めたいと思っております。 

 

 働きかけを積極的にしていただきたいと思います。 

それでは、次に議題（２）委員の推薦についてであります。 

中越地区社会教育委員連絡協議会代議員、図書館協議会委員及び

青少年育成センター運営委員について、この会から選出することに

なります。 

まずは、図書館協議会委員の選出についてを議題とさせていただ

きたいと思いますがいかがいたしましょうか。 

しばらして御提案がありませんので私の方で御推薦をさせてい

ただいてもよろしいでしょうか。 
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小林議長 

 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

金子課長 

 

 

 

 

 

 

小林議長 

 

 

 

 

阿部係長 

 

 

倉品委員が図書館でも活動をしておりますし、つながりも深いと

思いますのでいかがでしょうか。 

 

＜一同拍手で了承＞ 

 

次に、青少年育成センター運営委員の選出についてを議題とさせ

ていただきたいと思いますがいかがいたしましょうか。 

しばらくして御提案がありませんので、私の方で推薦をさせてい

ただいてもよろしいでしょうか。 

村田委員を御推薦させていただきます。村田委員は青少年育成セ

ンターの相談員もされていて深い関わりをお持ちですのでいかが

でしょうか。 

 

＜一同拍手で了承＞ 

 

それでは、図書館協議会委員については倉品章委員、青少年育成 

センター運営委員については村田洋子委員に決定しました。当会を

代表して是非ともがんばっていただきたいと思いますのでどうぞ

よろしくお願いします。 

 

中越地区社会教育委員連絡協議会代議員は、この会から選出する

ことになります。自薦、他薦どちらでも結構です。 

 

＜金子課長挙手＞ 

 

議題の中越地区社会教育委員連絡協議会代議員につきましては、

本会を代表して上部会議へ出席して発言が求められることなどか

ら事務局としましては、小林議長にお願いできればと思いますがい

かがでしょうか。 

 

＜一同拍手で了承＞ 

 

それでは、私の方で中越地区社会教育委員連絡協議会代議員を務

めさせていただきますのでよろしくお願いします。 

次に議題（３）平成 29 年度社会教育委員・公民館運営審議会委

員の研修についてを事務局から説明をお願いします。 

 

＜平成 29 年度社会教育委員・公民館運営審議会委員の研修につ

いて説明＞ 
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小林議長 

 

 

 

本日、用意されました議題につきまして無事終了することができ

ました。以上で本日の会議を終了いたします。 

 


